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1.  調査団員・氏名 

 



 

 

1. 調査団員・氏名 
 

 第一次現地調査  2006 年 6 月 14 日～2006 年 6 月 20 日 

氏  名 担  当 所  属 

藤澤 博 業務主任／道路計画 日本工営株式会社 

市川 敏夫 橋梁設計 日本工営株式会社 

石見 和久 道路・護岸施設設計 日本工営株式会社 

渡辺真一郎 施工・調達計画/積算 日本工営株式会社 

ボララ・リヤナゲ 
・ジャヤラトネ 自然条件調査 I（水理） オリエンタルコンサルタンツ株式会社 

 

 第二次現地調査 2006 年 7 月 27 日～2006 年 8 月 18 日 
氏  名 担  当 所  属 

坂田 英樹 総括 国際協力機構 スリランカ事務所次長 

小柳 桂泉 計画管理 国際協力機構 無償資金協力部 
業務第一グループ 交通運輸・電力チーム 副主任

藤澤 博 業務主任／道路計画 日本工営株式会社 

市川 敏夫 橋梁設計 日本工営株式会社 

石見 和久 道路・護岸施設設計 日本工営株式会社 

渡辺真一郎 施工・調達計画/積算 日本工営株式会社 

ボララ・リヤナゲ 
・ジャヤラトネ 自然条件調査 I（水理） オリエンタルコンサルタンツ株式会社 

小林 宏昭 自然条件調査 II（地形・地質）オリエンタルコンサルタンツ株式会社 

 

 概要説明   2006 年 11 月 12 日～2006 年 11 月 18 日 

氏  名 担  当 所  属 

坂田 英樹 総括 国際協力機構 スリランカ事務所次長 

藤澤 博 業務主任／道路計画 日本工営株式会社 

市川 敏夫 橋梁設計 日本工営株式会社 

 



 

 

 

 

 

 

2.  調査行程 

 



 

 

2. 調査行程 
 

 第一次現地調査 

総括 計画管理
業務主任
/道路計画

橋梁設計 施工計画/積算
道路・護岸
施設設計

自然条件調査 I
（水理）

日 月日 曜日 坂田　英樹 小柳　桂泉 藤澤　博 市川　敏夫 石見　和久 渡辺真一郎
ボララ・リヤナゲ・

ジャヤラトネ

JICA JICA NK NK NK NK OC

1 6/14 水

2 15 木

3 16 金

4 17 Sat

5 18 日

6 19 月

7 20 火

8 21 水

成田－シンガポール－コロンボ

コロンボ－シンガポール－成田

JICA訪問、ERD、MOH、RDA、MNBD、 CCD表敬訪問、現地再委託協議

データ収集

データ収集、現地再委託協議

 

 第二次現地調査 

総括 計画管理
業務主任
/道路計画

橋梁設計 施工計画/積算
道路・護岸
施設設計

自然条件調査 II
（地形・地質）

自然条件調査 I
（水理）

日 月日 曜日 坂田　英樹 小柳　桂泉 藤澤　博 市川　敏夫 石見　和久 渡辺真一郎 小林　宏昭
ボララ・リヤナゲ・

ジャヤラトネ

JICA JICA NK NK NK NK OC OC

1 7/26 水

2 27 木

3 28 金

4 29 Sat

5 30 日

6 31 月

7 8/1 火

8 2 水

9 3 木

10 4 金

11 5 Sat

12 6 日

13 7 月

14 8 火

15 9 水

16 10 木 コロンボ－成田

17 11 金

18 12 Sat 成田－コロンボ コロンボ－成田

19 13 日 移動　コロンボ－アヌラダプラ

移動ワウニア－
コロンボ

21 15 火

22 16 水

23 17 木

24 18 金

25 19 Sat コロンボ－成田 コロンボ－バンコク－成田

データ収集
・解析

データ収集・解析

データ収集
・解析

データ収集
・解析

日本大使館、JICA報告

データ収集
・解析

MO及びRDAミニッツ協議

20 14 月

移動マナー、マナー県庁、マナー RDA、
ステークホルダー協議

現地調査、移動コロンボ

JICA訪問、RDA、RDA Research Division協議、現地再委託打合せ

現地調査、移動コロンボ－ワウニア、ワウニア軍関係者協議

マナーRDA打合せ、現地調査

マナー県庁表敬訪問、マナー県庁・関係機関、マナーRDA協議、現地調査

成田－バンコク－コロンボ移動

MO及びRDAミニッツ協議

日本大使館報告、ミニッツサイン

RDA打合せ、マナー県庁関係機関協議、現地調査

RDA打合せ、マナー県庁関係機関協議、現地再委託、現地調査

RDA打合せ、移動マナー－コロンボ

 

 



 

 

 概要説明 

日 月日 曜日
JICA NK NK

1 11/12 日

2 13 月

3 14 火

4 15 水

5 16 木

6 17 金

7 18 日

JICA訪問・説明、MOH、RDA、ERD、NBD及びCCD説明・協議
移動コロンボ－アヌラダプラ

マナー県庁、 マナーRDA 、ステークホルダー協議
移動アヌラダプラ－コロンボ
JICA打合せ
MOH, RDA, ERD及びNBDミニッツ打合せ

日本大使館報告
MOH及びRDAミニッツ協議

市川　敏夫

ミニッツサイン
JICA報告

コロンボ－成田

成田－シンガポール－コロンボ

総括

坂田　英樹

業務主任/道路計画

藤澤　博

橋梁設計

 

 



 

 

 

 

 

 

3.  関係者（面会者）リスト 

 



 

3. 関係者（面会者）リスト 
 

 道路省 (MOH: Ministry of Highway) 

- Mr. Sirisena Amarasekara, Secretary 

- Mr. S. Seuavenkl, Director 

 

 道路開発庁 (RDA: Road Development Authority) 

- Mr. M.B.S. Fernando, Chairman 

- Dr. Asoka Desilva, Director Engineering Services 

- Mr. George Perera, Director Highway 

- Mr. M. Thuraisamy, Director - Japanese Aid Projects 

- Mr. H. M. K. G. G. Bandar, Deputy Director, Planning 

- Mr. D. K. Rohitha Swarna, Deputy Director, Bridge Design 
- Mr. P Ediriweera, Director, AGM Office, RDA 

- Mr. RPKTR Perera, Chief Engineer  

- Ms. Manori Manatunga, Engineer Planning Division 

- Mr. Jayamanna, Director, Research & Development Division (R&D) 

- Mr. W.R.A.N. Prematilake, Senior Engineer (Inves.) 

- Mr. T. Sivananthan, Senior Research Assistant (R&D) 

- Mr. K.W.Silva, Senior Research Assistant (R&D) 

 

 財務計画省国外資金局 (Ministry of Finance ERD: Department of External Resources) 

- Mr. MPDUK Mapa Pathirana, Director 

 

 国家建設開発省(NBD: Ministry of National Building and Development) 

- Ms. M.S. Jayasimghe, Secretary 

- Mr. M. I. S. Ahamad, Addt. Secretary 

 

 水産資源省海岸保全局 (Ministry of Fisheries and Ocean (Aquatic) Resources CCD: Coast 

Conservation Department) 

- Dr. R. A. D. B, Samaranayake, Director 

 

 水産資源省水産資源局(Department of Fisheries and Aquatic Resources)  

- Mr. G. Piyasena, Director 

 

 マナー県行政事務所 (GA: Government Agents, Mannar District) 

- Mr. V. Vis uvalin gain, Government Agents, District Secretary, Mannar 

- Mr. A. Nicholaspilla Kachcheri, Addt. Government Agents, Mannar 

 



 

 道路開発庁マナー事務所 (RDA: Road Development Authority, Mannar)  

- Mr. Moses Mariyathasan, Provincial Director, NE-North, RDA 

- Mr. G.J.D. Croos, Chief Engineer, Vavuniya, RDA 

- Mr. V.G.R. Jeffery, Executive Engineer, Mannar, RDA 

- Mr. S. Thangaruban, Technical Officer, Mannar, RDA 

- Mr. K. Rajgiry, Technical Officer, Vavuniya, RDA 

- Ms. B. Prasanthy, Engineer, Vavuniya, RDA 

 

 マナー県行政関係者 (Concerned to Government Agents, Mannar) 

- Mr. A. Pathinathan, Project Director, DRRS, Mannar 

- Mr. S.S. Ramakrishnan, Project Engineer, DRRS, Mannar 

- Ms. A. Stanley De Mel, Divisional Secretary, Mannar 

- Ms. S. Krishnathasan, Secretary, Urban Council, Mannar 

- Mr. M.A.Thuram, Regional Asst. Commissioner of Local Government 

- Mr. A. Sebamalai,Department of Co-op. Development, Mannar 

- Ms. P.C. Chandrika, Develop. Assistant, DRRS 

- Mr. A. Stanley De Mel, District Secretariat, D.S. Office, Mannar 

- Mr. S. Sivasubramanium, Co-portative Department, Mannar 

 

 ワウニア地区軍隊 (ARMY, Vavuniya) 

- Mr. Upali Edirisingha, Major General, Army Head Quarters, Vavuniya 

 

 マナー地区軍隊 (Army Head Quarters, Mannar) 

- Mr. D.U. Munesinghe, Major General, Army Head Quarters, Mannar 

- Mr. Prasanna, Carnal, Army Head Quarters, Mannar 

 

 マナー地区警察 (Police in Mannar) 

- Mr. Sudath Asmadale, Head Quarters Inspector, Mannar Police 

 

 水産資源省水産資源局マナー事務所(FAR: Department of Fisheries & Aquatic Resources) 

- Mr. S. Pavanithy, District Fisheries Inspector, Mannar 

 

 国家上下水道機構 (National Water Supply and Drainage Board, Mannar) 

- Mr. S. Nitiyanandam, Area Officer, Mannar 

 

 スリランカ電信電話会社マナー支局 (Sri Lanka Telecom, Mannar) 

- Mr. P. Sanjeevan, Manager, Sri Lanka Telecom, Mannar 

 



 

 気象局 (Metrology Department, Mannar) 

- Mr. S. Sivathas, Senior Metrological Observer 

- Mr. C.E. Perins, Metrological Observer 

 

 マナー交通警察 (Traffic Branch Mannar Police) 

- Mr. Sudath Asmadale, Inspector, HQ, Mannar Police  

- Mr. Maniyangama, I.P. Office in Charge, Traffic Branch Mannar Police 

- Mr. R.D.M.Cyril, I.P., Mannar Police 

 

 在スリランカ日本国大使館 (Embassy of Japan) 

- 荒木 喜代志 大使 

- 伊藤 璋 公使 (第二次現地調査時) 

- 軽部 洋 公使 (第一次現地調査時) 

- 大西 英之 経済班長 

- 渡邉 泰浩 二等書記官 

-  

 その他関係者 (MANRECAP) 

- 佐野 幸規 技術部長 (MANRECAP Project 事務所) 

- 税所 卓也 (MANRECAP Project 事務所) 

- 臼井 麻乃 (MANRECAP Project 事務所) 

- 高沢 正幸 (MANRECAP Project 事務所) 

- Mr. A.A. Edward (MANRECAP Project 事務所) 

- Mr. B. S. Sehanandaneya (MANRECAP Project 事務所) 

 

 在スリランカ JICA 専門家 

- 高野 辰雄 専門家 (道路開発庁、アドバイザー) 

 

 JICA スリランカ事務所 

- 植嶋 卓巳 所長 

- 坂田 英樹 次長 

- 小田原 康介 所員 

- Mr. G.W. Kaveendraraja, Senior Advisor 

- Mr. CaiinHus R. Abeygoonewardena, Security Consultant 

 

 JICA ワウニア事務所 (JICA, Vavuniya Office) 

- 西丸 崇 ワウニア連絡事務所員 

 



 

 

 

 

 

 

4.  討議議事録（M/D） 

 



 

 

 

 

 

 

 

4-1  第二次現地調査（2006 年 8 月 17 日） 

 



 

 

4. 討議議事録（M/D) 
4-1   第二次現地調査（2006 年 8 月 17 日） 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

4-2  概要説明（2006 年 11 月 17 日） 

 



 

 

 

4-2   概要説明（2006 年 11 月 17 日）

 



 

 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

5.  事業事前計画表（基本設計時） 

 



 

 

5. 事業事前計画表（基本設計時） 
 

1．案件名 

スリランカ民主社会主義共和国 
新マナー橋建設及び連絡道路整備計画基本設計調査 

2．要請の背景(協力の必要性･位置付け) 

スリランカ民主社会主義共和国（以下「ス国」という）は、「コロンボへの一極集中を抑え、国内を均衡

ある経済発展させる」目標を掲げている。2005 年に作成した道路総合計画では、コロンボ以外に 8 箇所の

経済開発拠点を創設し、これらの都市を連結する道路ネットワークを策定し、2006 年から 2015 年の 10 年

間にわたり道路改修を実施する計画である。マナー地区は道路総合計画の中で設定された経済開発拠点に

含まれ、北西スリランカの農業・漁業を基盤としたインフラ整備が期待されている。「ス」国政府は、反政

府組織(LTTE)支配地域と政府支配地域が対峙するこの地域での幹線道路整備は、地域開発のみならず平和

構築及び復興支援となることからマナー橋及びコーズウェイの再建を重要課題と位置付けている。 

既設マナー橋は 1930 年英国統治時代に建設されたが、1990 年に LTTE の爆破により中央径間は落橋し、

全ての橋脚に大きな亀裂が生じたが、現在に至るまで補修はされていない。中央径間は仮設のベイリー橋

により復旧されたが、幅員は約 4m で大型車はすれ違いができない交通の隘路となっている。さらに、海

浜部のため塩害による橋脚、コンクリート桁の劣化と老朽化により耐荷力が大きく不足し、重積載車輌の

通行は 10 トンに規制されている。一方、コーズウェイは、1918 年にオランダの植民地時代に建設された

が、建設後約 90 年が経過し、近年の交通量増加、車輌の大型化・重車輌化に伴う擁壁の傾倒・崩壊、舗装

面の劣化・不陸もあり、車道幅員はさらに狭まり、脱輪や転落の危険性が生じている。また提体が沈下し

たと推測される低い箇所では雨期の満潮時に冠水が生じ、車輌・歩行者の安全な通行の障害となっている。

このような橋梁及びコーズウェイの状況は、地区内で生産した農業・漁業の生産物を広範囲に流通させ

るための障害となり、健全な地域産業の発展を阻害している。 

本プロジェクトは、上記の問題を有する既設マナー橋を新橋に架け替え、コーズウェイを拡幅・嵩上げ

及び修復することで、交通の安定化と地域の持続的な発展に資するものである。 

3．プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標 

マナー島民の生活を支えるライフラインが整備され、マナー島と本土間において円滑で安定的な交

通が確保される。 

裨益対象の範囲及び規模：「ス」国マナー県、ワウニア県住民約 20 万人(2004 年) 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

ア 新橋及びその取付道路を建設する。 

イ コーズウェイを拡幅する。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア マナー島とスリランカ本土を連結する道路を整備する。 

イ 供与後の維持管理体制を確保する。 

(4) 投入（インプット） 

ア 日本側：無償資金協力 18.78 億円 

イ 「ス」国側：建設用地の確保 

(5) 実施体制 

主管官庁：「ス」国道路省 

実施機関：「ス」国道路開発庁 



 

 

4．無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

「ス」国北部州マナー市 

(2) 概 要 

マナー橋の建設及びコーズウェイの整備 

(3) 相手国負担事項 

① 環境社会配慮（用地取得） 

② 電柱・配電線・水道管の移設 

③ キャンプヤード・建設ヤード警備の警察官配備 

④ 落橋した鋼トラスの残骸及び既設マナー橋の撤去 

(4) 概算事業費 

概算事業費 18.97 億円（日本側負担 18.78 億円、「ス」国側負担 0.19 億円） 

(5) 工 期 

詳細設計・入札期間を含め約 37 ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

「ス」国側による施工中の水質モニタリングの実施 

 

5．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

「ス」国内の政情・治安が悪化しない。 

6．過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 

7．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 

成果指標 現状の数値 
（2006 年） 

計画値 
（2010 年） 

橋梁通行車輌の重量制限の緩和 10 トン／台 30 トン／台 

交通量の増加 3,000 台/日 増加する 

 

(2) その他の成果指標 

特になし。 

(3) 評価のタイミング 

2010 年以降（協力対象施設竣工後） 

 

 



 

 

 

 

 

 

6.  参考資料／入手資料リスト 
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参
考
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収集資料リスト

調査名　新マナー橋建設及び連絡道路整備計画基本設計調査

番号 名　　称
形態

図書・ビデオ
地図・写真

オリジナル
・コピー

発行機関 発行年

1 Statistical Hand Book 2005 Mannar District 図書 オリジナル DistrictPlanning Office, District Secretariat, Manna 2005

2 Pehabilitation and Development Framework for Mannar District 2004 図書 オリジナル DistrictPlanning Office, District Secretariat, Manna 2004

3 Sri Lanka Socio- Economic Data 2006 図書 オリジナル Central Bank of Sri Lanka 2006

4 Economic and Social Statistics of Sri Lanka 2005 図書 オリジナル Central Bank of Sri Lanka 2005

5 Annual Report 2005, Central Bank of Sri Lanka 2005 図書 オリジナル Central Bank of Sri Lanka 2005

6 Labour Statistics 図書 オリジナル Department of Labour 2004

7 Topographic Maps (1:50,000) Sheets 11 & 15 データ コピー Meteorological Dep. 2005

8 Rainfall Data (Meteorological Dep.) データ コピー Meteorological Dep. 2005

9 Wind Data(Meteorological Dep.) データ コピー Meteorological Dep. 2005

10 Mannar Wind Data -Monthly Average for 10 years データ コピー Meteorological Dep. 2005

11 Mannar Wind Data -Daily Data (2005)(Refer book) データ コピー Meteorological Dep. 2005

12 Mannar Rainfall Data - Monthly Average for 30 years データ コピー Meteorological Dep. 2005

13 Mannar Temperature Data (Min., Aver., Max) Monthly Average for 10 ye データ コピー Meteorological Dep. 2005

14 Geotechnical Map 地図 コピー Meteorological Dep. -



 

 

 

 

 

 

7.  基本設計図 
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